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か
つ
て
は
夏
に
な
る
と

毎
年
、
商
店
街
で「
上
石

神
井
ふ
る
さ
と
祭
り
」と

い
う
名
称
で
、
地
元
上

石
神
井
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
、
盆

踊
り
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、一
年
お
き
に
町
会
と

商
店
街
で
交
互
に
神
輿
を
出

し
、
盛
大
に
お
祭
り
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
役
員
な
ど
が
年
々
減

少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
も
重
な
り
、
10

年
ほ
ど
お
休
み
を
し
て
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨

年
、
青
少
年
育
成
委
員
会
よ
り

お
誘
い
が
あ
り
、
役
員
の
皆
さ
ん

と
も
検
討
し
た
結
果
、
毎
年
開

催
し
て
い
る
育
成
委
員
会
主
催
の

「
地
区
祭
」と
商
店
街
の「
盆
踊

り
」を
合
同
で
行
う
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。
昨
年
初
め
て
の
開
催

で
し
た
が
、
地
域
の
方
々
が
待
望

し
て
い
た
夏
祭
り
・
盆
踊
り
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
多
く
の
方
々
で
埋
め

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
前
川
区
長

も
ご
来
場
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
本
年
は
さ
ら
に
充

実
し
た
内
容
に
し
て
、
８
月
24
日

（
土
）に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
模
擬
店
は
焼
き
そ
ば
、

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

な
ど
16
店
。
仮
設
の
ス
テ
ー
ジ
で

は
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
新
舞
踊
・
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
な
ど
13
グ
ル
ー
プ

の
方
々
が
、
出
演
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
本
年
も
昨
年
同
様
、

多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
大
盛
況
の
夏
祭
り
と
な
り
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
最
後
の
頃
か
ら

雨
が
降
り
始
め
、
残
念
な
が
ら

盆
踊
り
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
通
し
て
地
域
の
方
々

と
交
流
し
、
商
店
街
活
性
化
の

た
め
、
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年

も
上
石
神
井
の
夏
祭
り
に
是
非

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
最
後
に
多
く

の
関
係
機
関
の
方
々
の
、
ご
尽
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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博

前川清コンサート

　当日は、小雨のぱらつくあいにくの天気でし
たが、大勢のお客様が来場されました。会場
は今年5月にリニューアルした練馬文化センタ
ー。大ホール入口では練馬区商店街連合会の
役員たちが揃いの法被を着て、お客様を出迎
えました。
　公演に先駆けて式典を実施。練馬区商店街
連合会の諸井良治副会長が司会し、江村健二
会長が挨拶をしました。夜の部では、来賓の
前川燿男練馬区長、福沢剛練馬区議会議長か
らご挨拶をいただきました。
　前川清コンサートが開幕！ 内山田洋とクー
ル・ファイブ時代の『長崎は今日も雨だった』『そして、神戸』『東京砂漠』などなつ
かしいヒット曲から、故坂本龍一さんが作曲した『雪列車』、福山雅治さんがプロ
デュースした『ひまわり』などソロ曲も披露。歌の合間は和やかなトークで会場を
笑いに包み、前川さんは「デビュー当時は商店街の仕事が多く、育ててもらったよ
うなものです」と、商店街とのエピソードも語ってくれました。
　また、お客様による恒例の花束贈呈では、「朝早い時間からありがとうござい
ます」と前川さんから感謝のコメントと、ツーショットの記念撮影を行いました。
また、ステージから客席に降りて握手に応じてくれたりとファンサービスもたっぷ
り。歌手で活躍する長男の紘毅（ひろき）さん、次女の侑那（ゆきな）さんも、そ

れぞれ自慢の歌声を披露したほか、
最後は親子３人で『カントリー・ロー
ド』を歌い、「また会える日を楽しみに
しています」と締めくくりました。お客
様からは「昔から大ファン。ペンライト
を持って楽しみました」「私も前川さん
と同じ長崎出身。『長崎は今日も雨だっ
た』をナマで聴けて良かった」などの声
が寄せられました。それぞれに心に残
る特別な時間になったようです。

Report︎▶︎

本日当選された皆様は、地元商店街でたくさんの
買い物をしていただいたことと思います。本当にあ
りがとうございます。区商連では10年前から始め
た「まちゼミ」を、来年１月に開催いたします。店
主が講師になって教えるミニ講座です。現在、準
備を始めたところですが、区報でも告知しますの
で、ぜひご参加いただければと思います。ご出演
していただく前川清さんの圧倒的な歌唱力、楽し
くて魅力的なステージをどうぞお楽しみください。

江村健二会長

ご当選された皆様は、誠に幸運な方々です。それ
も皆様が日頃から商店街をご利用いただいている
からであり、私からも心から御礼申し上げます。
人口74万人の練馬区で区民の生活を支え、街
の魅力を生み出しているのは商店街の皆様です。
頑張る商店街の皆様を、引き続き積極的に応援し
てまいります。前川清さんとはたまたま私と同じ
名前ということで、ずっと関心をもってまいりまし
た。皆様と一緒に楽しみたいと思います。

前川燿男練馬区長

商店街は、時代や世代を超えて継承していくべき
日本の文化だと考えております。区議会として区
長と手を携え、商店街の振興に全力で取り組ん
でまいります。ご来場の皆様には、「お買い物は
商店街で」をスローガンに、地元商店街のお店を
宣伝していただきたいと思います。福沢剛練馬区議会議長

挨拶の要旨

昼の部土屋久子さん（左）、夜の部松永幸子さん（右）
が花束贈呈をしました

練馬区商業まつり・中元売出し招待会
９月27日（金）、各商店会の中元売出しで特賞を引き当て
たお客様（ 1300組2600名）をご招待し、「令和６年度 練馬
区商業まつり」を練馬文化センターの大ホールで開催しまし
た。昨年デビュー55周年を迎えた前川清さんの数々の名曲
を存分に堪能していただきました。

新年賀詞交歓会のお知らせ
多数の参加をお願いします。令和7年 2 月1日（土） 午後1時 

場所：ホテルカデンツァ東京  地下２階「ラ・ローズ」　
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社会福祉法人
東京福祉会江 古 田 斎 場
TEL 03-3958-1192  FAX 03-3958-4468
ホームページ  http://www.fukushikai.com

練馬区小竹町1—61—1
（西武池袋線江古田駅北口徒歩2分）

【練馬区指定葬儀場】

※ご自宅・東高野会館・寶亀閣・橋戸会館・落合斎場・戸田斎場の葬儀も施行いたします。

0120−62−1192 年中無休・24時間受付

1	商店街の活性化について
（１）	全国都市農業フェスティバルの開催に合わせた魅力発信の取組への支援
令和7年度は、令和5年度に続き全国都市農業フェスティバルが開催されます。
区においては関係機関による会議を運営し、様々な機運醸成や賑わい創出の取
組を進められると思います。区商連としましても、関係機関会議の構成団体と
して、都市農業にちなんだ区の魅力発信につながる取組みを実施したいと考え
ています。つきましては、区商連の取組みに対する支援をお願いいたします。
（２）	イベント事業補助の強化
イベント事業に対する区の補助金は、財政的足腰の弱い商店会にとって大きな
支えとなっています。特に令和５年度まで、新型コロナウイルス感染症拡大を
踏まえて、イベント等に要する経費の補助率をアップして頂きましたことはイベ
ントの充実・強化に心を砕いている商店会にとりまして、力強い限りでありまし
た。ようやく新型コロナウイルス感染症との闘いも終息に向かい平準化されま
したが、３年以上に渡ったコロナ禍の影響は依然として残っており、イベントの
再開にあたっての人材確保や経費面で課題となっています。つきましては、令和
７年度に向けて、イベント事業に対する補助率5／6の復活をお願いいたします。
（３）	プレミアム付商品券の発行
コロナ禍で疲弊した商店街の元気回復と地域における消費を喚起・下支えする
ため、令和２年度から５年度まで、区の補助を頂き30パーセントのプレミアム
付商品券を発行できました。商店街はもとより区民の方からも、誠にありがた
い施策だと評価をいただき、心から感謝申し上げます。残念ながら令和６年度
は中止となりましたが、引き続きエネルギー価格をはじめ諸物価の上昇が続い
ており、消費に影響するのは避けられないと心配しているところです。そこ
で、令和７年度におきましては、プレミアム付商品券が発行出来ますよう是非
ご配慮をお願いいたします。
（４）	事業用倉庫・会議室の確保への支援
現在、区商連加盟の商店会は、役員会や各種会議に使用するほか、売り出し
やイベント時に使用する会場や物品等の保管場所として、部屋などを貸借によ
り確保しています。この家賃は多いところで月額７万円となって重いものがあ

練馬区商店街連合会および練馬区
商店街振興組合連合会は、8月27
日、令和７年度練馬区予算・施策に
対する要望書を、区長および区議
会各派に提出しました。
要望内容の骨子は次のとおりです。

　　　 令和7 年度
練馬区の予算・施策に対する要望

Pick up▶︎ り、商店会が行う事業・イベントの実施に影響が生じています。区では、地域
活動倉庫などを整備して、地域団体に貸し出しを行っていただいていますが、
数に限りがありまた遠方のため、利用できていません。そこで、商店街活動の
充実を図るため、倉庫・会議室の確保への支援として、家賃の一部について補
助する方式も含めて制度の検討をお願いいたします。
（５）	キャッシュレス決済導入への支援
社会のデジタル化の流れを踏まえると、各商店のキャッシュレス決済の導入率
を高めることは大変重要だと認識しております。一方で、導入方式については
様々な方式があるほか、手数料や入金管理など検討すべき諸条件が多くあ
り、導入をためらっている商店も多くあります。区により４年続けて、キャッ
シュレス決済ポイント還元事業を実施していただき、売り上げ増につながる店
舗がある一方で、まだまだ導入の進まない現状があります。そこで、キャッ
シュレス決済ポイント還元事業の継続実施をお願いしますとともに、各商店が
円滑に導入を図れるよう、様々な区からの支援を要望いたします。

2	安全・安心な商店街づくりについて
LEDランプ交換費補助制度の創設
LEDランプは、消費電力が少なく寿命が長いことから省エネ対策として
も、商店会は積極的に街路灯の LED化を進めました。しかし、LED ラン
プであっても、保証期間経過後でシステム全体が老朽化する前に、ランプ
が切れて交換せざるを得ないケースが生じていますが、水銀灯ランプのよ
うな無償交換方式はなく、商店会独自で対応しているのが現状です。LED
ランプ交換に要する経費は高額となります。是非、LEDランプの個別交換
に対する補助制度の創設をお願いいたします。

3	共通商品券事業について
共通商品券事業は、区の支援を得て実施するプレミアム付商品券の発行
により取扱い店舗数の増加もあり、区民への理解が広がっております。そ
こで、当事業の目的であります贈答品としての利用をさらに促進し、区内
の消費需要の拡大と商店街の賑わい創出につなげていきたいと考えており
ます。そのため、取扱い店舗の拡大はもちろん区民から要望が多い取扱
い店舗紹介冊子の改訂などを行い、その魅力をＰＲしていきます。一方、
区振連の共通商品券事業は制度的に、毎年度財源不足があり、区商連会
計より補填しておりますが、将来的には厳しい状況となります。区商連と
しましては、事業内容の
改善と経費の節減に努め
てまいりますが、商品券
の事業運営にかかる経費
の一部について、補助金
による支援を頂きたく要
望いたします。

　得する街のゼミナール、略して〝まちゼミ〟とはお店の方が講師とな
り、プロならではの専門的な知識や情報、コツ、また趣味の楽しみなど
を無料で受講者（お客様）にお伝えする少人数制のゼミです。 お客様に
とっては学びを得られ、人生が豊かになる知識、技術が身に付き、店舗
にとっては新しいお客様との出会いやチラシ配布による宣伝効果、経営
革新にも繋がる取り組みです。コロナ禍での休止もありましたが、今年
度で12回目を数えます。開催期間は、2025年1月17日（金）～2月20
日（木）。※参加店の募集は終了しております。
　開催に向けて、「まちゼミねりま」を練馬商人会と商連事務局で進めて
います。参加店は受講者の方々の素敵な思い出や経験になるよう準備を
お願いします。過去の講座の様子をホームページで紹介して
おりますので、講座の参考などにご覧ください。
 https://www.nerima-kushoren.jp/machisemi_repo

        予 告▶︎

第12回  まちゼミねりま
2025年1月17日 〜2月20日 開催！

過去に開催されたまちゼミの様子
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お祝・ご贈答・お返しに
どうぞご利用下さい。

練馬区内共通商品券
練馬区商店街連合会

練馬区商店街振興組合連合会

地元で宣伝するなら
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練馬区商店街連合会の事業に関する
アンケートを実施しました

Report︎▶︎

練馬区商店街連合会の今後の事業展開に生かすため、各商店会長にアンケートを実施しました。質問
項目は「商業まつり」　「練馬区内共通商品券」などについて。調査期間は令和6年８月15日～9月6日。
会員商店会73商店会長のうち53商店会から回答があり、回答率は72.6％でした。商店会長の皆様、
ありがとうございました。
■商業まつり
参加しない理由は、参加をする商店が少ない、景品に魅力がないと
いう声がありました。また、参加店舗を増やすためには、
・会長中心に2～3店でも説得したい。
・幅広い年齢層に喜んでもらうための景品選定。
・売出しを増やす方向ではなく、イベント開催で会員店舗の参加を
　増やしたい。など。

■練馬区内共通商品券
取扱店舗を増やすためどうすればよいのかという問いには、
・景品等で手にする客が多く、メリットがある事をしっかり伝えてみる。
・区商連会員以外の店でも使用できるようにして、手数料をもらう。
・「練馬区内共通商品券使えます！」ののぼり旗を作り、お客様の徳す

るキャンペーンを行う。
・紙の券は使いづらいので電子マネー等を検討してもいいのでは。
・新規出店、商店会に加入した店舗に対し呼びかけしない商店会が多

い。事務局で勧誘してはどうか？ など
商品券の換金手数料については、取るとしたら取扱店が減るという
声が大多数。また、商品券の制度をよく知らない商店が多いことも分か
りました。

        

全国都市農業フェスティバル2025
プレイベントのお知らせ

event︎▶︎

　令和6年11月16日（土）、
17日（日）は、「全国都市
農業フェスティバル2025  
プレイベント」を午前10時
から午後4時まで都立光
が丘公園 けやき広場（※
JA東京あおば農業祭と共
同開催）にて開催。
　 令 和7年 度 に「全 国
都市農業フェスティバル
2025」に向けた機運を醸
成します。全国から9都
市が参加して、都市農業の取組みを PRします。

			区商連の動き 令和6年7月～9月

７月８日（月）　午後２時より合同役員会を共用会
議室で開催。令和７年度練馬区予算・施策に対
する要望について協議。区商連事業に関するアン
ケート調査実施の報告。今後の日程関係の連絡。
歳末売出し招待会の検討。令和６年度まちゼミね
りま開催について説明。
７月24日（水）　午後６時よりホテルカデンツァ東
京「むさしの」で区政懇談会を開催。「商店街の活
性化について」区長、副区長、幹部職員と役員が意
見交換を行った。
８月７日（水）　午後３時20分より合同役員会を
J.CITYビル１階ホールで開催。令和７年度練馬区
予算・施策に対する要望書（案）について協議。令
和６年度第12回まちゼミ開催スケジュール（案）
について協議。令和６年度中元売出し・歳末売出
し招待会について協議。区商連事業に関するアン
ケート調査について了承。令和６年度の区内共通
商品券の新規販売事業の販売状況について説明。
引き続き午後４時40分より理事会を開催。令和

７年度練馬区予算・施策に対する要望書（案）に
ついて了承。令和６年度第12回まちゼミ開催スケ
ジュール（案）について了承。令和６年度の区内共
通商品券の新規販売事業の販売状況について説
明。
同日午後６時よりホテルカデンツァ東京１階ルミ
エールで新旧理事歓送迎会兼暑気払いを開催。
８月27日（火）　区長および区議会各会派に令和
７年度練馬区予算・施策に対する要望書を提出。
９月９日（月）　午後２時より合同役員会を共用会
議室で開催。商業まつり中元売出し招待会の進行
を確認し了承。商業まつり歳末売出し通知案につ
いて了承。都商連・城西ブロック会議の開催案に
ついて協議し了承。チャリティゴルフ大会の開催案
について了承。練馬まつりと産業見本市への出展
について了承。
９月27日（金）　商業まつり中元売出し招待会「前
川清コンサート」を練馬文化センターで開催。

区商連理事懇親会
（忘年会）
のお知らせ 会員の皆様の参加をお願いします。

令和6年12月9日（月）  午後6時 
場所 ：ホテルカデンツァ東京 １階「ルミエール」

特賞は「明治座 吉幾三
特別公演」ペアご招待！

練馬区商業まつり
歳末売出し

　

　練馬区商業まつり歳末売出しは、11月23日から12
月31日までの間で、各商店会の決めた日程で実施し
ます。本年度の歳末売出しの景品は、特賞が「明治
座  吉幾三特別公演」ペア650組1,300名ご招待。
　1等賞は「ビール券６枚」、「練馬区内共通商品券
500円６枚」、「映画観賞券ペアチケット」のいずれ
か。２等賞は「練馬区内共通商品券500円１枚」を
進呈。３等以下は参加する商店会が独自の景品を
用意します。
　「明治座　吉幾三特別公演」は、令和7年2月22
日（土）に開催します。積極的に参加し、商業まつり
を盛り上げましょう。

令和6年度

※直近の商業まつりには、41 商店会が
　参加し、32 商店会が不参加でした

※令和 6 年度の発行はありません

不参加
20 参加

33

中元・歳末の売り出しに
参加されていますか？（商店会）

プレミアム商品券の発行について

どちらでも
よい（15）

発行しなくても
よい（3）

発行して
欲しい（33）



（4） 　令和 6 年 10 月 31 日　 第 256 号区 商 連 ニ ュ ー ス

東京都商店街振興組合連合会「商店街ニュース」：東京都の商業に関する情報や、各商店会の取材記事などが毎月掲載されています。バックナンバーはこちら ⇒ http://www.toshinren.or.jp
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ベ
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商店会紹介
＃ 056　 

北一商店街
振興組合

創立：昭和49年7月
理事長：奥墨  徹
会員数：54　
（令和６年９月）

防災では町会と協力して、アルファ米を配布

「ちがや馬」をモチーフにした商店会フラッグ

前列左から内田直克さん（副理事）、奥墨さ
ん（代表理事）、森田さん（副理事）、後列左
から野瀬さん（理事）、内田秀利さん（理事）

区商連事務局
☎3991-2241　FAX 3991-2276

原稿送付先

区商連ホームページにも掲載します
https://www.nerima-
kushoren.jp/evpastlist

このコーナーでは、商店会で
実施したイベントをご紹介しま
す。「原稿と写真で報告」また
は「取材に来てほしい」として、
区商連までお声がけください。

　大泉第一小学校校庭を会場として納涼盆踊り大会を開催しました。商栄会の婦人
部を中心とした盆踊りでは、近隣の町会からもグループを招待して踊っていただきまし
た。ハーフタイムでは、板橋区をメインに活動しているよさこい踊りのチーム「藍」に
よるパフォーマンスで、会場は大いに盛り上がりました。また、会員店舗や近隣の商
店からも協力を得て飲食ブースを出店し、商栄会からはアイス（約800個）や、 麦茶
の無料サービスを実施。地元病院の職員によるアームレスリング（腕相撲）で会場は
熱気に包まれていました。 また、大泉第一小学校の父兄（男組）による射的ゲーム、
リサイクルブックの配布等も人気でした。 （報告者：佐藤 國明 ）

8月2日（金）・3日（土）　北大泉商栄会
第45回 納涼盆踊り大会

　開進第二中学校会場の区商連ブースでは、恒例
の区内共通商品券を販売しました。5,000円分の
商品券購入でガラポン抽選に５回チャレンジできま
す。事務局スタッフの声かけで「じゃあ、やってみよ
うかしら」という人も多く見られ常にお客さんがいる
状態。親子連れの方は「 5,000円の商品券を買っ
て、2,500円の商品券が当たってラッキーです！」と
コメント。ハズレ無しで、ウェットティッシュやボール
ペンがもらえるのも魅力です。午前分、午後分どちらも開始から1時間で750枚の商
品券が完売しました。「今年は特にすごい人気だった」と事務局スタッフの感想でした。

　練馬まつりと同時開催の練馬産業見本市の
会場は、例年通りCoconeri3階。区商連
ブースでは「まちゼミねりま出前講座」を３回実
施しました。昨年から出前講座の受講申込は
ラインの事前予約制。今回の受講生では、ま
ちゼミを知っている人、知らない人は約半数く
らいの割合で、「ラインで簡単に申し込みがで
きて良かった」という声も。それぞれの講師た
ちの実演と役立つ情報、楽しいトークなど充実
した１時間でした。受講者の皆さんは「やって
みたらできた！」という達成感と、自分で作った
作品を持ち帰れるのでうれしそう。興味津々
で見学をする人も多く、「来年は出前講座に
参加したい」とその場でライン登録される方も
いました。見学者に区商連スタッフが一人ず
つ声をかけ、まちゼミの説明と来年開催の告
知、昨年のチラシをサンプルとして手渡すな
ど、まちゼミの宣伝に大いに寄与しました。

10月20日（日）　練馬区商店街連合会　
第47回 練馬まつりにブース出展

10月20日（日）　練馬区商店街連合会　
練馬産業見本市「まちゼミねりま出前講座」

　前夜祭の28日は地元
連5連による阿 波おど
り、本番日の29日は12
連・総勢600人の踊り
子とお囃子が、サンツ中
村橋商店街通りと中村
橋駅前広場を盛り上げま
した。初秋の涼しい中、
3時間半の阿波踊りで多くの方に楽しんでいただきました。両日合計25,000名の方にご
来場いただき、お客様からは「高円寺連３連も出演し、セミプロ並みの素晴らしい踊りが
観られて良かった」などの感想も。飲食やヨーヨー等の模擬店も出店し、最高のにぎわ
いの「サンツ中村橋商店街」でした。 （報告者：江村 健二）

9月28日（土）・29日（日）　サンツ中村橋商店街振興組合
第46回 中村橋阿波おどり

まちゼミねりま出前講座の様子

プチ和菓子職人体験塾
あわ家惣兵衛

くるくるブローチ作り
あかねの会 さをり工房

お花のアレンジメントを作ろう！
㈲花保諸井商店ブース見学に訪れた前川燿男練馬区長


